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【はじめに】 

 

岡谷市社会教育委員の会議では「行動する社会教育委員」を合言葉に年度ごとにテーマを 

設け、社会教育に関わる課題等について調査・研究を進めています。 

 

令和２年度は地域づくりの拠点である「公民館」を研究テーマに掲げ、昨年度、 

策定された「岡谷市学びの紡ぎ応援プラン（第 6 次岡谷市生涯学習推進計画）」を 

推進するための基本目標のひとつである“地域で活かす”に着目し、地域と公民館の 

さらなる連携を図るために、公民館活動について調査・研究を行いました。 

 公民館活動について、公民館職員との懇談や公民館の視察を通じて、調査・研究を重ねる 

なかで、公民館の重要性や必要性を再確認するとともに、地域の子どもから高齢者までが 

いきいきと活動するためには、公民館が地域との連携を深めながら公民館活動のあり方を 

検討することがとても大切であると改めて感じました。 

 

人生 100 年時代、公民館が将来にわたり、地域の方々が集い、いきいきと活動できる 

施設であり続けるための、思いやアイデアをこの提案書にまとめました。この提案書が、 

地域と公民館のさらなる連携や、今後、より人が集まり、さらに快適に学ぶことができる 

公民館の一助となれば幸いであります。 

 

 

令和３年３月 

岡谷市社会教育委員の会議 

                            会長  山田 和男 
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① 各公民館の講座について、公民館の所在する地域以外の住民も受講できることを、 

受講者募集の段階から分かりやすく PRする。 

 

② 事業について各公民館の近隣地区へ回覧し、PRする。 

 

③ 各館の講座情報を相互に連携し、貼り出す。 

 

④ 子育て支援アプリ「げんきっずおかや」を利用して、子育て世代の親と子どもが 

関係する事業を PRする。 

 

⑤ 各館が工夫を凝らしている公民館活動を、多くの市民に詳しく知ってもらうために、 

公民館の紹介を兼ねた行事予定表や公民館だよりを作成して、広報おかやに年１回

掲載する。 

 

① 公民館活動に市民の意見を多く取り入れるために、アンケートだけでなく、受講者と

公民館担当者で話し合いの機会を設けて、いちい学級等の企画・計画に多くの受講者

の声を取り入れる。 

 

② 時代に即した講座を増やすために、健康・パソコン・タブレットを題材とした講座を

実施する。 

 

③ 学習グループの新規発足や、会員の加入に繋げるために、生活講座の講師を 

学習グループの方に務めていただく機会や、広く市民の知恵や技、匠の人たちを発掘

し、活用いただく機会をさらに増やす。 

 

④ 公民館主事が分館に出向く機会をさらに増やして、区の役員（区長、分館長など）と

の交流を行い、地域づくりに向けて積極的な連携を図る。 

この提案書は、公民館が将来にわたって、地域の方々が集い、いきいきと活動できる 

地域づくりの拠点としての施設であり続けることを目的として、提案を掲げたものである。 

提案にあたり、社会教育委員の会議において、公民館職員との懇談及び施設や講座の 

視察を実施した。 

１．地域のみんなが集い・いきいきと活動するための改善（ソフト面） 

【提案】 
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① 多くの市民が参加できるよう、いちい学級や同一内容の講座は各公民館で日程が 

重複しないように開催する。 

 

② より多くの方に学びの機会を得ていただくために、いちい学級及び子育て支援学級の

定員に余裕がある場合は、１講座のみの参加を可能とする。 

 

③ 公民館の主催する調理実習を伴う講座については、整った設備で調理実習を行うため

に、カルチャーセンターや保健センターを借用する。 

 

④ 幼少期から公民館を利用する機会を増やすことで、公民館が市民にとって身近な存在

となるため、子どもが参加できる講座を増やす。 

 

⑤ 高齢者が集まることが想定される場合は、受講者の身体的負担を軽減するために、 

１階の部屋を利用する。 

 

⑥ 高齢者の身体的負担を軽減するために、和室を利用する際は、机・椅子を利用する。 

 

⑦ 受講者に各公民館の利用を促し、多種多様な講座を受講する機会を得てもらうために、 

子育て支援学級は、１回目を湊公民館で受講し２回目は川岸公民館で受講する 

といった形式で、どの公民館でも受講できるようにする。 

 

⑧ 床に直接座って受講する講座の場合は、 

受講者の身体的負担を軽減するために、必要

に応じてカーペットを敷いたり、座布団を 

用意する。 
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① 湊公民館の「山っ湖学級」のように、子どもが楽しむことができる子ども同士の 

交流イベントをより多く企画する。 

 

② 親子の絆を深めるために、親子が心を通わせ合うことができる講座をさらに多く企画

する。 

 

③ 子育て世代の利用促進と交流を図るために、子育て支援学級以外にも同様の講座を 

企画する。 

 

④ 受講者の懇親を深めるために、講座のなかで交流できる時間を設ける。 

 

① 各公民館の図書室について、公民館の 

所在する地域以外の住民も利用できる 

ことを、分かりやすく PRする。 

 

② 市立岡谷図書館まで行かれない方のため

に、市民サービス向上の一環として、 

インターネット図書館「すわズラー」を

活用し、諏訪広域の図書館にある本を 

各公民館図書室で貸出及び返却できる 

ようにする。 

 

 

① 公民館の実習室へは、利便性を高める 

ために、長地公民館のように調理台の棚 

と引き出しの両方に写真を貼る。 

 

② 公民館を使いやすくするために、 

利用者からの声を積極的に施設運営へ

反映できる仕組みづくりについて検討

する。 
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① 全ての利用者が快適に安心して利用できる施設とするために、大規模改修等の 

際には、下記等のユニバーサルデザインに配慮する。 

・エレベーターの設置 

・段差の解消 

・階段両側への手すりの設置 

・開閉しやすい扉 

・使いやすい備品の収納 

・子ども目線でも見える高さの窓口 

・階段のすべり止め等の対策 

 

① 公民館は子どもから大人まで幅広い年代の人が集まるほか、災害時には避難所に 

なることから、熱中症対策のために、利用が多い部屋や人の多く集まる部屋を 

優先して、各公民館に計画的にエアコンを設置する。 

 

② 災害時に利用者が行動する目安として、災害時の行動マニュアルを各部屋の目立つ 

場所に掲示する。 

 

 

① 維持管理費削減に繋げるために、照明は LEDに切り替える。 

 

② 照明を点けても暗く感じることを防ぐために、室内や外壁の壁紙は、色や模様を 

明るいものに変える。 

 

③ 実習室の各調理台に給湯設備を整備し、

冬季における施設利用の促進を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

２．誰もが安心して利用できる施設への改修（ハード面） 
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④ 市民が安全に利用できるように、修繕に対し、十分な予算措置を講じていただきたい。 

・湊公民館 実習室の床（歪んでいる箇所） 

 

 

 

 

 

 

 

・川岸公民館 和室の畳（沈む箇所） 

 

 

 

 

 

 

 

 

・長地公民館 講堂の床（傷んでいる箇所） 
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【活動報告】 

令和２年度 岡谷市社会教育委員の会議 

 

・提案書の検討経過 

第１回 社会教育委員の会議  ７月２１日（火） カルチャーセンター第 7 研修室 

第２回 社会教育委員と公民館職員との懇談 

  ８月２５日（火） カルチャーセンター多目的ホール 

    公民館視察      ９月１６日（水） 湊公民館 

               ９月１８日（金） 川岸公民館 

               ９月３０日（水） 長地公民館 

第３回 社会教育委員の会議 １０月２７日（火） 湊公民館 

第４回 社会教育委員の会議 １２月１５日（火） 川岸公民館 

第５回 社会教育委員の会議  ２月１６日（火） 長地公民館 

第６回 提案書の提出     ３月１１日（木） 岡谷市役所教育長室 

 

・その他の活動 

   長野県社会教育委員連絡協議会総会   新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため書面開催  

   諏訪・上伊那社会教育委員連絡協議会総会  ７月 １日（水） カルチャーセンター（開催地岡谷市） 

   地域ぐるみで子どもを育てるフォーラム  ８月２７日（木） 諏訪市文化センター 

   長 野 県 社 会 教 育 研 究 大 会  ９月１７日（木） 長野県総合教育センター 

令和２年４月１日現在

住　　　　　所 備　　　考

H27 卓球連盟役員、主任児童委員

(3期目) 横川区・上の原小学校区

子ども会育成会

間　宮 洋　子 放課後子どもの居場所づくり事業運営委員

今井区・神明小学校区

ガールスカウト役員

岡谷田中小学校コミュニティスクール運営委員

　下浜区・岡谷田中小学校区

H27 放課後子どもの居場所づくり事業運営委員

(3期目) 三沢区・川岸小学校区

H29 放課後子どもの居場所づくり事業運営委員

（2期目） 東堀区・長地小学校区

H29 放課後子どもの居場所づくり事業運営委員

（2期目） 中屋区・長地小学校区

H29 公民館活動、地域活動

（2期目） 小坂区・湊小学校区

H29 民生委員

（2期目） 西堀区・小井川小学校区

H31 放課後子どもの居場所づくり事業運営委員

(1期目) 今井区・上の原小学校区

R2 長地小学校校長（校長会代表）

（新任）

計１０名　　（任期　　平成31年4月1日～令和3年3月31日）　＊校長会任期は１年

就任
年度

氏　　　　　名

山　田 和 男 岡谷市長地出早

岡谷市神明町
H27

(3期目)

佐々木 るり子 岡谷市天竜町
H27

(3期目)

林　　 邦　子 岡谷市川岸上

宮　坂 美津章 岡谷市長地柴宮

谷　口 修　治 岡谷市長地鎮

花  岡 文　子 岡谷市湊

小　林 高　志 （長地小学校）

清　水 雅　彦 岡谷市堀ノ内

小　池 修　次 岡谷市岡谷市


